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の有限要素解析手法の確立ならびにそのプログラム構築と， AE (Acoustic Emission) 試験での損傷評価を支援する
















第 4 章では， AE 試験による相対的損傷評価を支援することを目的として，損傷進展解析による AE シミュレーシヨ
ン手法を提案している。適用例として，中央にノッチを有する積層材の損傷進展を解析し， AE 試験結果と比較検討し























行い，複雑な損傷進展挙動を明らかにしている。また， CCD カメラおよび SEM による引張負荷時の詳細な損傷
観察を行い，解析結果との良い一致を確認し，開発した損傷進展解析手法の妥当性を示している。
(4)AE 試験による相対的損傷評価を支援することを目的として，損傷進展解析を用いた独創的な AE シミュレーシ
ョン手法を提案している。適用例として，中央にノッチを有する積層材の損傷進展および AE 特性を解析し，損傷
発生数や各損傷形態の振l幅特性を解明するほか，損傷進展による AE 波検出能力の低下，各損傷形態の振幅特性の
類似性などを指摘し，提案する AE 特性評価手法の有効性および必要性を示している。
以上のように，本論文は，繊維強化複合材料で発生する種々の損傷形態を体系的に分類し，損傷形態に応じた損傷
構成則を導出し，損傷発生後の応力再配分過程を考慮、した非線形有限要素解析手法を開発したものである。また， AE 
試験による損傷評価を支援するため，開発した損傷進展解析に基づく AE 特性評価手法を構築している。このように，
複雑な損傷挙動を示す繊維強化複合材料に対し，その損傷の体系化と損傷機構の解明を行っており，生産加工工学に
寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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